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「なまずの会」地下水位・温泉温度等観測結果（2008 年）
伊東　博・原田昌武・板寺一洋（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに
　現在、「なまずの会」には 21 名

の観測会員がおり、神奈川県を中心

に地下水位と温泉温度の観測が続け

られています（図 1、表 1）。

　これらの地下水位・温泉温度等の

観測結果は、通信はがきなどにより

事務局（温泉地学研究所）に送られ

てきます。また、日常の観測におい

て会員が異常を感じた時には、通信

はがきにコメントを記入したり、直

接電話で連絡をいただくようになっ

ています。会員から送られてきた観

測データは事務局でコンピュータ入

力し、グラフ化して異常な変化が観

測されていないか検討します。

　本報告では、会員の方々から送ら

れてきた観測データに基づいて作成

した 2008（平成 20）年の地下水位・

温泉温度観測結果を神奈川県内、他

地域、温泉温度に分け、グラフ化し

て示します。水位グラフには水位の

変化に影響を与える気圧と雨量の代

表値を表示しました（図 2、3）。ま

た、温泉温度のグラフには雨量・気

圧を合わせて表示しました（図 4）。

観測井の水位変化の特徴
　各観測井は、井戸の深度、設置状

況、周辺の地形や降雨の影響の現れ

方などによって、それぞれ違った水

位変化が観測されます。これまでの

観測結果から、このようなそれぞれ

の観測井ごとの特徴を、おおよそ次

の3種類に分類できます（代田ほか、

2002、2003）。

タイプ A；降雨に対して敏感な井戸

で、雨が降るとすぐに水位が上

昇し、雨がやむと低下する

タイプ B；少量の雨では水位が上昇

しないが、多量の雨が降ると上

昇する

タイプ C；季節的な変化（年周変化）

はあるが、降雨による水位変化

がほとんど見られないタイプ

　なお、各観測井のタイプについて

は、表 1 に示してあります。

　2008（平成 20）年の観測結果を

みると、各観測井とも、ほぼ例年通

り、各地域ごとの降雨によって、そ

れぞれのタイプ別の特徴が水位変化

にみられました。水位変化の大きな

要因の一つに毎年台風の影響が各観

測井戸に記録されますが、本期間

中、日本へ上陸した台風は無く、過

去 30 年間では、1984 年、1986 年、

2000 年に次いで 4 度目のことでし

た。しかし、ここ数年、午後から夜

図 1　地下水位・温泉温度観測点分布。
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にかけて突然大雨が降ることが多く

なっており、これらの降雨による影

響が観測されています。2008（平

成 20）年は、東京都豊島区の下水

道工事中の事故のほか、兵庫県では

増水や落雷、栃木県では冠水した道

路での自動車の水没など各地で死者

を出す事故が起きており、新聞、テ

レビ等で「ゲリラ豪雨」として報道

されたことは記憶に新しいことと思

います。

　図２、３、４に示した各水位・温

度変化グラフにも８月から９月にか

けて、これらの降雨による影響がほ

とんどの観測井で記録されていま

す。このように多量の雨が短時間に

集中する場合には、すべてのタイプ

の井戸に影響することがわかりま

す。

水位変化と地震との関係
　2008（平成 20）年に発生した地

震のうち、東京と横浜がともに有

感となった地震の一覧を表 2 に示

します。2007（平成 19）年は 51

回と多い年でしたが、2008（平成

20）年は 41 回でした。これらの地

震のうち、

・震源の深さが 300km より浅い

・マグニチュード（以下、「M」と表記）

７以上

・東京または横浜のどちらかが震度

3 以上

の全ての条件を満たす地震を表中で

は網掛に、また、地下水位・温泉温

度変化グラフには波線で示してあり

ます。

　これらの条件を満たす地震は、４

月４日茨城県南部（M5.0）、５月８

日茨城県沖（M7.0）、６月 14 日岩

手県内陸南部（M7.2）、７月 24 日

岩手県沿岸北部（M6.8）で発生し

た４回でした。

　このうち４月、５月の茨城県の地

震では、震源から比較的距離の近い

東京都品川区、八王子市の観測井で

は地震前に降雨は無かったのです

が、顕著な水位変化は観測されてい

ません。６月、７月の岩手県の地震

では、震源から比較的距離の近い秋

田県の観測井では、６月の地震前に

降雨は無かったのですが、７月は直

前の降雨の影響があり、ともに顕著

な水位変化は観測されていません。

　他の観測井についても、それぞれ

の水位変化の特徴から、地域ごとの

20 ～ 30mm 以上の降雨による影響

が水位変化に現れていますが、地震

に伴う顕著な水位変化は観測されて

いません。温泉温度の観測井では地

下水位の観測井に比べて、降雨の影

響は大きくありませんが、上記の地

震とともに神奈川県内及び箱根火山

の地震活動（本多ほか、2009）に

伴う顕著な温度変化は観測されてい

ません。

　2008（平成 20）年全体を通して、

明らかに地震の前兆と判断される水

位・温度変化は認められませんでし

た。
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表 1　「なまずの会」観測地点一覧。



観測だより 59 号，2009　　47

図 2　

　地下水位等観測

結果（神奈川県外）
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図 3

　地下水位等観測

結果（神奈川県内）
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図 4　温泉温度等観測結果。
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